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社会に開かれた教育課程、
探究・文理横断・実践的な学び3

⚫ 地理的状況や各学校・課程・学科の枠に関わらず、
いずれの高校においても多様な学習ニーズに対応した柔軟で質の高い学びを実現

⚫ 「自己を理解し、自己決定・自己調整ができる力」の育成
⚫ 「自ら問いを立て、多様な他者と協働しつつ、その問に対する自分なりの答えを導き出し、行動することのできる力」の育成
⚫ 「自己の在り方生き方を考え、当事者として社会に主体的に参画する力」の育成
⚫ 義務教育において修得すべき資質・能力の確実な育成など、「知・徳・体のバランスのとれた土台」の形成

高等学校教育の在り方ワーキンググループ中間まとめ（令和5年8月）概要

Ⅰ．これからの高等学校の在り方に係る基本的な考え方

Ⅱ．各論点に対する現状・課題認識と具体的方策

高校教育の実態が地域・学校により非常に多様な状況 にあるため、質の確保・向上に向けて、「多様性への対応」 と 「共通性の確保」を併せて進める必要

取り組む
ことが
特に重要

■多様性への対応

■共通性の確保
に

少子化が加速する地域における
高校教育の在り方1 全日制・定時制・通信制の望ましい在り方2

⚫少子化の影響により多くの地域で統廃合が進行。
今後も15歳人口の減少は一層加速。小規模校の
教育条件の改善が必要。

⚫生徒が行きたいと思える学校づくり、特色化・魅力化が必要。

⚫不登校児童生徒数が義務教育段階を中心に増大。
高校段階では通信制の生徒数が近年急増。

⚫全日制・定時制・通信制いずれの課程にあっても、
柔軟で質の高い学びを保障していくことが必要。

⚫高校生の3割が家や塾で学習を「しない」と回答。

⚫授業の満足度・理解度は学年が上がるとともに低下。

⚫多くの高校で文理のコース分けがなされ、特定の教科を
十分に学習しない傾向。

全ての生徒の学びの充実に向けて生徒の多様な学習ニーズに応える
柔軟で質の高い学びの実現に向けて

小規模校の教育条件の改善に向けて

教科・科目充実型遠隔授業における要件（受信側教
室の教員配置要件、対面授業に係る要件）の弾力化

全日制・定時制課程における通信教育の活用に向
けた制度改正（国内の他の高校に一定期間留学す
る場合等）

配信センターの体制・環境整備、学校間連携等の促進

スクール・ミッション、スクール・ポリシー等を踏まえた学校
教育活動の実施・改善、学校の特色化・魅力化

都道府県と市町村の連携・協力による学校運営

地域や学校を越えた生徒同士の学びのプラット
フォームの構築

コミュニティ・スクール（学校運営協議会制度）の導
入等による学校と地域社会の連携・協働の推進

学校における働き方改革の推進、コーディネーター等
の配置支援

通信制課程における優良事例の創出等

不登校生徒に対する継続的な実態調査

通信制課程の制度や特徴に係る情報発信

SC・SSWの配置充実、心理・福祉分野に強みや専門
性を有する教師の育成等

公立通信制高校等の機能強化等

通級指導・日本語指導の実施に向けた体制整備

学校と地域社会の連携・協働の推進

全日制・定時制課程における不登校生徒の学習機会の確保

自宅等からの同時双方向型の遠隔授業や通信教育の
活用に向けた制度改正
上記に係るモデル事例の創出
履修・修得の柔軟な認定の促進

学びの多様化学校や校内教育支援センターの設置促進

不登校経験が不利益に扱われない高校入学者選抜 等

普通科改革の促進、コーディネーターの配置支援を
通じた探究・文理横断・実践的な学びの推進

グローバル人材育成に資する拠点校の整備等、国際
的な教育を行う高校の整備推進・運営支援

理数系教育の更なる充実

産業界等と専門高校の連携・協働の強化、取組の
横展開に向けた支援

学校における働き方改革の推進

教師の資質・能力の向上のためのオンライン研修コン
テンツの開発支援、探究型の研修の開発・普及

大学入学者選抜の改善（学力の3要素の多面的・
総合的な評価への改善、文理横断的な学びを進める
観点からの出題科目の見直し等の促進）

学校と地域社会の連携・協働の推進

学校間連携等の促進

：法令・通知等 ：予算事業（予算事業によって調査を行うものを含む） ：調査 ：その他取組
主な手段の
凡 例

中間まとめ本文はこちら→


